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論文内容要旨
 圧受容反射の中枢は,従来延髄の背側網様体に存在すると考えられてきた。しかし1960年代
 以降,延髄より上位の中枢が圧反射の形成に関与することを示唆する報告がなされるようになっ
 た。とくに前視床下部が動脈圧の上昇時にみられる圧受容反射,すなわち降圧反射の形成に大き
 な役割を演じていることがHilton一派によって明らかにされた。一方圧受容反射への後視床下部
 の関与については報告がなかった。しかし最近,頸動脈洞神経,大動脈神経などの緩衝神経及び
 緩衝神経入力の中継核である孤束核と後視床下部との間の遠心性及び求心性の線維連絡が生理学
 的,解剖学的に証明された。さら'に全身血圧下降時に後視床下部でのカテコールアミン遊離の増
 加が明らかにされ,後視床下部が圧受容反射とくに全身血圧下降時にみられる昇圧反射の形成
 に関与していることが示唆されるに到った。そこで後視床下部の圧受容反射,とくに昇圧反射に
 おける役割および全身血圧維持における役割を検討する目的で以下の実験を行なった。後視床下
 部をテトロドトキシンで灌流することによって,全身血圧そして,両側総頸動脈閉塞およびソジ
 ウム・二トロプルシッド静脈内投与によって惹起される昇圧反射がどのように変化するかについ
 て検討した。実験は7-9㎏のイヌを用い,ペントバル目タール(30曜/kgi.v)麻酔下で行な
 った。大腿動脈に挿入したカニューレから全身血圧,平均動脈圧を,脈波から心拍数を測定し,
 直記式レコーダーに記録した。両側迷走神経切断後,頭を脳定位国定装置に固定し,Limの図譜
 を参考に後視床下部に両側にダブルウォールカニューレを刺入し,後視床下部を人工的脳脊髄液
 で持続的に灌流した。また刺入したカニューレの先端から陰極性電気刺激を適用した。刺激条件
 は平均動脈圧で約50㎜Hgの昇圧が得られるよ旅設定した。また両側総頸動脈閉塞は平均動
 脈圧で約50mmHgの昇圧が得られるように15-20秒間行なった。人工的脳脊髄液で約30分灌
 流した後,後視床下部の陰極性電気刺激および両側総頸動脈閉塞あるいはソジウム・ニトロプル
 シッド(5μ9/㎏)の静注を行ない,それぞれについて三回相同な反応が得られた後,後視床下
 部の灌流液をテトロドトキシン10-5Mを含む人工的脳脊髄液に変更した。後視床下部の陰極性電
 気刺激および両側総頸動脈閉塞あるいはソジウム・ニトロプルシッド静注を,電気刺激による反
 応がテトロドトキシン灌流によってほぼ完全に抑制されるまで30分毎に繰り返した。実験終了後,
 脳を剔出し,ホルマリン固定後カニューレ先端位置を確認した。
 後視床下部の電気刺激による平均動脈圧および心拍数の増加はテトロドトキシン灌流開始後30
 分で有意の減少を示し,120分後にはほぼ完全に抑制された。このとき動脈圧は人工的脳脊髄液
 灌流下の130土5から116±5㎜Hgへと有意1磁少したが、心拍数1ま183±7beats/minに対し
 181±6beats/minと変化しなかった。
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 人工的脳脊髄液灌流下に両側総頸動脈閉塞を行なうと44±3㎜Hg,35土2beats/minの平均
 動脈圧および心拍数の増加をみた。これらの反応はテトロドトキシンの灌流によって後視床下部
 の刺激によって引き起こされる反応がほぼ完全に抑制されたとき,反射による平均動脈圧および
 心拍数の増加はそれぞれ29士4mmHg,19±2beats/minと有意に抑制された。
 ソジゥム・ニトロプルシッドの静脈内投与により,人工的脳脊髄液灌流下においては29±3
 mmHgの平均動脈圧の減少と,38±4beats/minの心拍数増加が観察された。またこの降圧反応
 の80%回復時間は92±11秒であった。テトロドトキシン灌流によって後視床下部の電気刺激によ
 る反応がほぼ完全に抑制されたとき,ソジウム・ニトロプルシッド静注による平均動脈圧の減少
 は44土4㎜Hgに増強され,心拍数増加は17±2beats/minに抑制された。これらは対照と比
 較して有意であった。反応時間(80%回復時間)は統計的有意差はなかったが,186±52秒に延
 長した。
 今回の実験結果から,テトロドトキシンの灌流により後視床下部の神経活動を抑制することに
 よって,頸動脈洞神経反射による動脈圧および心拍数の増加が減少し,ソジウム・ニトロプルシ
 ッドの静脈内投与による降圧および心拍数増加がそれぞれ増強,抑制されることが明らかになっ
 た。このことは後視床下部が両側総頸動脈閉塞に反応して,動脈圧および心拍数を増加させるよ
 うにはたらき,さらにソジウム・ニトロプルシッドの静脈内投与による動脈圧の減少に対して拮
 抗的にはたらくことを示唆している。また,今回の実験条件下では圧反射によって引き起こされ
 る昇圧の約30%が,そして心拍数増加の約50%が後視床下部を介するものと考えられる。これら
 のことから後視床下部は全身血圧の維持および圧受容反射とくに昇圧反射の形成に重要な役割を
 演じているものと考えられる。
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 審査結果の要旨
 圧受容反射および血圧維持に後視床下部が重要な役割を演じていることを明らかにした点が本
 論文の骨子である。本研究では,二重壁のプッシュプルカニューレを用いて後視床下部をテトロ
 ドトキシンで灌流することによってその部のニューロン活動を抑制し,それによって血圧下降時
 にみられる圧受容反射がどの様に変化するかについてイヌを用いて検討した。
 実験ではプッシュブ)レカニューレ先端からの後視床下部電気刺激によ.る動脈圧の上昇および心拍数
 の増加をそのニューロン活動の指標として,後視床下部のニューロン活動抑制前後における圧反射
 の変化をみた。その結果,後視床下部のニューロン活動が抑えられると,両側総頸動脈閉塞,お
 よびニトロプルシドナトリウム静注によってみられる圧受容反射は有意に抑制されることが明ら
 かとなった。さらに動脈圧も後視床下部ニューロン活動の抑制により有意に低 を示した。これ
 らの結果は圧受容反射,とりわけ降圧時にみられる昇圧反射ならびに血圧維持に後視床下部が重
 要な役割を演じていることを示唆している。
 前視床下部が動脈圧の上昇によって惹起される反射に関与していることは従来から報告がある。
 さらに動脈圧上昇時にみられる反射に対して後視床下部が遠心性に影響を及ぼすことも知られて
 いる。しかし後視床下部が動脈圧下降時にみられる反射に関与しているかどうかについては明ら
 かでなかった。本研究はこの点を明らかにした。よって学位に値する。
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